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川
根
本
町
の
平
成
30
年
度
の
決
算
が
9
月
定
例

議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
と
7
つ
の
特
別
会
計
の
1
年
間
の
決
算

額
は
、
歳
入
総
額
が
86
億
3
千
1
3
9
万
円
、
歳
出

総
額
が
83
億
3
千
3
7
4
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
の
大
切
な
税
金
を
も
と
に
運
営
さ
れ
て
い

る
町
政
で
す
。
昨
年
度
は
ど
の
く
ら
い
の
収
入
が
あ

り
、
ど
の
よ
う
な
目
的
で
使
用
さ
れ
た
の
か
、
決
算

の
概
要
と
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
一
般
会
計

　

平
成
30
年
度
の
歳
入
総
額
は
61
億
1
千
4
6
5
万

円
、
歳
出
総
額
は
58
億
8
千
40
万
円
、
差
し
引
き

2
億
3
千
4
2
5
万
円
が
本
年
度
へ
繰
越
し
と
な
り
ま

し
た
。

　

歳
入
の
状
況
を
み
ま
す
と
、
自
主
財
源
が

21
億
2
千
3
1
3
万
円
【
△
1
億
7
千
3
万
円
】

3
４.
7
％
、
依
存
財
源
が
39
億
9
千
1
5
2
万
円

【
△
4
千
4
6
3
万
円
】
6
5.
3
％
と
な
り
ま
し
た
。

　
自
主
財
源
の
内
訳
を
み
ま
す
と
、
町
税
は
、
減
価
償

却
の
影
響
で
国
有
資
産
等
所
在
市
町
村
交
付
金
の
減

額
が
あ
っ
た
も
の
の
、
企
業
の
業
績
回
復
に
伴
う
法
人

町
民
税
の
増
額
等
に
よ
り
、
13
億
3
千
2
1
3
万
円

【
＋
7
1
1
万
円
】
で
歳
入
全
体
の
2
1.
8
％
と
な
り

ま
し
た
。
繰
入
金
は
、
財
源
不
足
を
補
う
た
め
に
財
政

調
整
基
金
の
取
り
崩
し
を
行
い
ま
し
た
が
、
身
の
丈
に

応
じ
た
財
政
運
営
の
た
め
歳
出
額
を
抑
制
し
た
こ
と
な

ど
に
よ
り
3
億
2
千
4
1
1
万
円
【
△
1
億
9
千
51
万

円
】
と
平
成
29
年
度
よ
り
も
減
少
し
、
歳
入
全
体
の

5.
3
％
と
な
り
ま
し
た
。

　
依
存
財
源
の
内
訳
と
し
て
、
地
方
交
付
税
は
、
普
通

交
付
税
の
合
併
算
定
替
え
に
よ
る
加
算
が
段
階
的
に
縮

減
し
て
い
る
こ
と
が
影
響
し
、
24
億
5
千
9
3
2
万
円

【
△
３
千
６
１
５
万
円
】
で
4
0.
2
％
と
な
り
ま
し
た
。

町
債
は
、
平
成
29
年
度
と
比
較
し
て
若
干
事
業
が
減

少
し
た
こ
と
か
ら
5
億
4
千
6
7
9
万
円
【
△

2
千
1
3
8
万
円
】
で
8.
9
％
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
出
の
状
況
を
性
質
別
に
み
ま
す
と
、
経
常
的
経
費

が
42
億
6
千
2
5
1
万
円
【
△
1
億
6
千
32
万
円
】

7
2.
5
％
、
投
資
的
経
費
が
10
億
6
千
7
0
6
万
円

【
△
5
千
1
4
5
万
円
】
1
8.
1
％
、
そ
の
他
の
経
費

が
5
億
5
千
82
万
円
【
△
1
千
8
5
7
万
円
】

９.
４
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

経
常
的
経
費
の
主
な
も
の
と
し
て
、
人
件
費
は

11
億
5
4
4
万
円
【
△
5
1
4
万
円
】
1
8.
8
％
で
ほ

ぼ
前
年
度
並
み
、
公
債
費
は
6
億
9
千
3
0
5
万
円

【
△
9
8
7
万
円
】
1
1.
8
％
で
ほ
ぼ
前
年
度
並
み
、

物
件
費
は
、
公
営
塾
の
開
始
に
よ
り
増
加
し
た
一
方
で
、

各
種
計
画
策
定
が
終
了
し
た
こ
と
や
国
政
選
挙
が
な

か
っ
た
こ
と
が
影
響
し
、
14
億
4
千
1
5
4
万
円
【
△

1
千
4
0
5
万
円
】
2
4.
5
％
と
な
り
ま
し
た
。

　
投
資
的
経
費
に
つ
い
て
は
、
林
道
藤
川
線
や
町
道
桑

野
山
細
尾
線
な
ど
の
災
害
復
旧
費
が
増
加
し
ま
し
た

が
、
子
育
て
支
援
施
設
の
改
修
や
児
童
ク
ラ
ブ
の
整
備

が
平
成
29
年
度
に
完
了
し
た
こ
と
に
よ
り
、
普
通
建
設

事
業
費
が
減
少
し
、
10
億
６
千
７
０
６
万
円
【
△

５
千
１
４
５
万
円
】
1
８.
１
％
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
度
は
、
29
年
度
に
引
き
続
き
財
政
調
整

基
金
の
取
り
崩
し
を
行
い
ま
し
た
が
、
基
金
に
は
限
り

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
町
税
や
地
方
交
付
税
と
い
っ
た

主
要
な
財
源
は
年
々
減
少
し
て
い
く
こ
と
が
見
込
ま
れ

ま
す
。

　

今
後
も
限
ら
れ
た
財
源
や
保
有
す
る
資
産
を
効
果

的
に
活
用
し
な
が
ら
、
投
資
に
見
合
っ
た
効
果
が
見
込

ま
れ
る
か
、
緊
急
性
が
あ
る
か
、
住
民
ニ
ー
ズ
に
合
っ

て
い
る
か
と
い
っ
た
視
点
で
事
業
を
見
極
め
、
戦
略
的

な
施
策
展
開
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

平
成
30
年
度　
川
根
本
町
の
決
算
状
況
を
報
告
し
ま
す

☆歳入
■自主財源・依存財源
　町税や施設使用料など、
町が自ら収入とすることが
できる財源が「自主財源」。
　地方交付税や国庫支出
金・県支出金など、国や県
から交付される財源及び借
入金が「依存財源」。
■地方交付税
　町の財政力に応じて国か
ら交付されるお金。
■国庫支出金・県支出金
　事業の財源として使い道
が特定された国や県から交
付されるお金。
■町債
　事業を行うために町が国
や金融機関から借りるお金。

☆歳出
■義務的経費
　人件費や扶助費など、支
出することが制度的に義務
付けられている経費。
■扶助費
　社会保障制度の一環とし
て、児童・高齢者・障がい者・
生活困窮者などへの支援に
要する経費。
■公債費
　過去に国や金融機関から借
りたお金を返すための経費。
■物件費
　施設の光熱水費や臨時職
員への賃金、各種委託料な
どの経費。
■繰出金
　一般会計から特別会計へ
支出する経費。
■補助費等
　事務組合や各種公益団体な
どに対する補助金等の経費。

用語解説

歳出� 58億8,040万円

歳入� 61億1,465万円

町税の決算額
１人当たりの税額

町民税
（3億557万5千円） 45,010円

固定資産税
（9億6,934万3千円） 142,781円

軽自動車税
（2,693万2千円） 3,967円

町たばこ税
（2,489万3千円） 3,667円

入湯税
（538万7千円） 793円

合計
（13億3,213万円） 196,218円

※ 一般会計決算額を平成31年3月31日現在
の人口6,789人で割った額です。

歳入
源
財

存
依

自
主
財
源

歳出

費
経
的資
投

経
常
的
経
費

他
の
そ

町税（21.79％）
13億3,213万円

人件費（18.80％）
11億544万円

扶助費（5.37％）
3億1,590万円

公債費（11.79％）
6億9,305万円

物件費（24.51％）
14億4,154万円維持補修費（1.00％）

5,885万円

補助費等（11.02％）
6億4,774万円

繰出金（8.47％）
4億9,830万円

その他（0.01％）
24万円

積立金（0.89％）
5,228万円

普通建設〔補助〕（3.42％）
2億130万円

普通建設〔単独〕
（12.76％）
7億5,033万円

災害復旧費（1.96％）
1億1,543万円

地方交付税（40.22％）
24億5,932万円

国庫支出金（3.80％）
2億3,235万円

県支出金（7.29％）
4億4,569万円

町債（8.94％）
5億4,679万円

その他（5.03％）
3億737万円

（34.72％）
21億
　2,313万円

（9.37％）
5億5,082万円

（18.14％）
10億
　6,706万円

（65.28％）
39億9,152万円

（72.49％）
42億6,252万円

分担金・負担金
（0.02％）
131万円

使用料・手数料
（1.69％）
1億353万円

繰入金（5.30％）
3億2,411万円

繰越金（3.57％）
2億1,857万円
その他（2.35％）
1億4,348万円

ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう 1415


